






































良い」ということも話してきた。本校の 達は、書くことに自信のない生徒が多いのだ。私は、そういう生徒達に対して、 「みんなが人に自分の思いを伝えよ して一生懸命 書 た作文には悪はない。 」 ということを語り続け 実際、 私はそう思っている。
そして、生徒達が書いた文章は生徒達の知的共有財産として必ず
























空爆を受け 日本の敗戦が濃厚だった時代、日本軍は捨て身の攻撃を加えていた。戦艦大和そして特攻隊など次々に出撃していた。日本の若者が「国のため、天皇陛下のため」と次々に叫びながらも心の中で何かそんなも ではなく、大切な家族を守るために嫌でも命を投げ出し戦っていた。みなさんは神風特攻隊を知っているだろうか。簡単に言えば、飛行機に爆弾を身につけ機体ごと体当たりし敵の空母や戦艦を沈めるという だ。燃料 片道分しか入らない。もどる必要はないということである 鹿児島県にそん 神風特攻隊の出撃前に駐留する基地がある。そこで起きた物語である。主人公は照子という女性であ 。彼女は特攻隊の基地の中にある炊事場で働いていた。日々、朝早くに起きて、ご飯 作り、訓練を終えた兵士にご飯を出すのである 泊り込みで働い 彼女はあることに気付いた。それは、不定期に人が減っていくのだ。最初の内は、作る量が減っ と少し楽になった気分であ たが。ここが特攻隊 基地であることを忘れ はいけ い。人が減って く＝敵襲 あ 出撃していったと うことである。特攻隊は絶対、生きて帰ら いというのが掟だ ため、昨日見 人が朝食を取り 来な 時は、その人はもうこの世の人ではな のだと自然と彼女も察していった。そう思うと複雑な気持ちになる 実はこの時、兵士の中に気にな人がいたのだ。この日もそんな思いをしながら炊事場 入った そしていつも ようにご飯を出すと、 「いつもご飯ありがとう。今夜、少し会えないかな」 いき り言われる。あの人だ とっさ 顔赤くして、 「あなたの名前は」 と聞く 名は小野寺徳幸 言う人だた。
夜の炊事場が終わり、彼の待つ場所へ行った。彼は飛行機の前に
いた。彼女自身、前から少し気になっていた人だったので緊張していた。好きと言ってももうすぐ死んでしまう兵隊さんを好きになり、付き合ってはこの世に未練が残り、 ぬに死ねない。そう思い好きという思いを行動に出すことは少なかった。しい えば、ご飯下に小さな卵焼きを入れてあげただけだった。 （卵は当時、貴重品であった）彼は言 た。 「いつも小さな卵焼きを入れてくれてありがとう」
照子は「いえ」と少し照れて言った。続けて彼は言った。 「私は、




てみた。そしたら、なんと飛行機にエンジンがかかっていた。彼の飛行機にエンジンが入 のだ。彼は、飛行機の中から顔を出して「乗れよ」と言った。小さ 飛行機に二人で乗り、ついに空を飛んだ。基地が小さく見える 彼は突然、 「朝、顔を見てもう一度会いたくなったんだ。空の上な 何を話してもばれないでしょ」照子はうなず 二人はしばらく空の上で話し そして、朝取っておいた卵焼きを彼の口に入れて「最後 卵焼きだよ」と言った。そのとたん、彼が 行機を宙返りさせた。ちょうど逆さになった時小さく彼は照子にキスをした。
そして、二人を乗せた飛行機は星空の下をしばらく び、最初で
最後のフライトデートを楽し 彼は泣い いた。そし 、照子も泣いた。二人を乗せた飛行機の燃料はもう少な 、燃え尽きようとしていた。だが、二人の恋 燃え尽きること なかった。飛行機がおりかかる。その時 彼がこう言った。 「明日の今頃は この行機とともにもう消え去ってしまう。この体も くなる‥怖い‥」その後、彼は何 言わなかった。デートも終わりゆっくり地面に降りる。優しく手を伸べて飛行機を降り 。二人は別れ際に う言った。 「またいつか」 ・・もういつかはない でもそう信じてとっさに言っ 二人は別れた。彼は夜、手紙を書いて 。出撃 朝、朝食を取りに来 彼 姿はない。基地は騒がしかっ 彼 含め
12人
がその日に出撃であった。出撃に先立ち式典 行われていた。ついに飛行機に彼が乗った。 「バンザーイバンザーイバンザーイ」と声が聞こえた。彼女は炊事場を飛び し、 彼の元に走った。 「間に合



























　「仁和寺の法師」のように、あなたもハメを外して失敗したり、しらけられたりしたことはありませんか？そして、こんな風に何とか命が助かり感謝 、自分の行動を反省 たことはありません ？
④














れた仁和寺の法師が寝込んでしまう所で終了 てしまっている所である。その後、この法師がどのような人生を歩んで行ったのかについては全く触れていない。私は、この点に注目 授業後、 「こ 随筆の続きのストーリーを
400字以上
800字以内で書いてみよう」という








に発作が出 ら最後なんだって ママは泣きつかれ 最近話してないんだ」「でも、僕はそれでもいい。たとえ死んだとしても、僕の存在が消える訳じゃないと思うか 一生懸命生きれたらそれでいい 」僕は男の子のことをすごい立派だと思った。自分はいつま もくよくよしていたのに。男の子はまだ小さいのに自分のことをしっかり受け止めている。まだ自分が死ぬ訳で な 。だったら、自分なりにがんばって前向きに生きていこう、そう思 たの 。●もう疲れ果てて、起き 気力もわかずに日々 過ぎていき した。見舞いの客もいつしか少なくなり側に るのは年とった母一人になりました。外の季節は秋を向かえ、木々が黄や紅に染ま ていくの
をただぼんやりと見るともなく見ていた時、縁側にほど近い柿の木の上に一人の童がよく熟れた柿の実を片手にこちらを見ているのに気付きました。あぁ、またバケモノだの気味が悪いだのと言われと思い、いそいで顔をそむけてそちらの方を見ないで ると、コトリと音がして枕元にそ 座っ いました。家に帰りなさい 言おうと思ったが、一体、最後はいつ人と言葉を交わしたのだろうか、かすれた音しか出ませんでした。
童は、一言も口を聞かずにただ柿の実を置くとそっと帰ってしま
いました。なん きれいな色だろう 夕方の日のようだと手にとって柿の実を見つめて思いました。つ 先ほどまでただぼんやりと空を見 いた悲しいまでカラッポの心に のあ たかい色が染み渡ました。いつぶりでしょ 。縁側の外へ立っ のは。足の下では大地が笑っていました。
頭の上では、風が恵みと時と歌い、木々はざわめきながら誇らし
げにその実をかざして その日からみるみるうちに元気になり、春がめぐってきた時は、すっかり丈夫になって そして、法師は土を耕そう、大地に根ざそう、そう がら人々 教えを説く法師 なろうと、クワを持って外にでました。とそこ あの時の童が笑顔で立ってい 歌うような声 「大地に学びて、人に説く に顔 ど気にする所でないだろ ？」それだけ言うと、ふわっと春がすみの中へ走っていってしま ました。 の後ろ姿に手を合 せながら、小さき事であ 心に みれば何よりも大きいのだと思い、そんな教えを人に伝え きた と思 ので た。さて、あの童は誰だった でしょう？見るに見かね 柿の木 精だったのでしょうか？ れとも法師の家の座敷童子だっ で ょ
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うか？それはわかりませんが、秋になると縁側に柿の実が毎年、一つづつ置かれているのでした。●仁和寺に通っている男が法師の家へ見舞い 訪れると耳と鼻 もげた、醜い顔の法師が布団の中で横になっていた。 「調子はどうだ？」 「まあ、ぼちぼちだな」 「寺 は来られそうか？」 「ああ。そうだな。茶でも れてくるか」部屋を出た法師は、数分後、茶 ようかんを持って帰ってきた。
しかし、目の前に出された茶を男は顔をゆがめて見るだけで口へ
は運ばなかった。「どうした？俺の茶が飲めねぇってか？」法師の冗談に、男は苦笑いを浮かべ、 「すまん」と一言謝った。しかし、男は茶を飲もうとはしなかった。それを見て、法師は豪快に笑ってみせた。「そうか、 そうか。こんな顔が目の前にありゃあ、 茶もまずくならぁな」男はゆったりと首を振った。 「何でだろうな どんな顔になっても、お前 お前でこの茶だって旨いはずなのにな。気がついたらお前の顔に目が行 て、それ 見下 自分がいる。俺は何 ために坊さんをやってるんだろうな」
法師は自嘲の笑みを浮かべる男に寄り、優 く語りかけた。 「何



















発表してもらった。発表後、何人かの生徒を指名し、仲間の発表についてどう思ったか等、意見を交流 合 。《生徒作品》●私が『論語』を勉強して一番印象に残った言葉は「人知らずしていきどおらず、また君子ならずやと」だ 意味は 人が自 の評価を認めてくれないのを不平不満に わない人は立派な という意味だ。
私は、この言葉を聞き『聖書』の「マタイによる福音書」六章一








































この後、 「私（先生） 」 、 「Ｋ」 、 「奥さん」 、 そして学生である「私」
はどのような人生を歩むことになったのか自由に想像し、 『こころ』の続きのストーリーを
800字以内で書きなさい。 （注：小説に
は、読者に伝えたいメッセージやテーマが内在しています。この小説を読み、自分は何を考え、そして読者に何を伝えた のかをよく考え、結末を作成して下さい。 、どうしてそのような結末にしたのか登場人物の性格をよく考え、できれば結末に至る行動を起こ 理由、根拠を明確にして作成 下さい）①の紹介文からは、生徒達がこ 作品 どう捉え、どう評価 た
のかが現れる。また。②の続きのストーリーからは生徒達がこの作品の登場人物の生き方、考え方をどう捉え、自分自身の考え方、生き方と向き合いながら、この登場人物に今後、どういう生き方を歩ませたいか自分自身の生き方の理想と照らし合わせたり、登場人物の性格からど ような生き方を選ぶのか想像する思考力を働 せること できる問いである。 徒の作品は、ほとん 全てを印刷し配布。仲間の作品に意見を言い合う意見交換をした。
おもしろかったのは①の問いに対しては、この作品の短所を挙げ
て、人にすすめない本として紹介文を書 ても良いと話 ておいたのだが クラスのほぼ全員がこの小説 人にすすめた 良い本 して長所を指摘して紹介文を書いたのである。クラス全員の生徒達が、この『こころ』を読むべき価値 ある本と評価したのである。
②の続きを書くという課題では、多くの生徒達が「先生」が自殺
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い文章を書くことを求める授業で生徒を締め付けるようなことは避けて行きたい。ただ、上手な文章を書くことを求めるだけで なく、表現することの面白さ・ さを実感し、古典や現代文を んだ後、 在の自分自身の生き方・考え方 見つめ直すことができる、そんな授業作りを今後も大 て行きたい。
― ―234
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